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1. 研究背景 

1970 年代から河川の様々な機能の中で親水

機能に対する関心が高くなった。これまでの親

水空間の造成は、行政主導型で進行されるとと

もに、比較的に人口が密集している都市地域を

中心に行われてきた。こうした中、近年、農村

地域で生活環境整備事業の一つとして、農業水

利施設を利用した親水空間の造成事業が実施

されている。このような事業で造成された親水

空間は、地域住民が主体となって維持管理する

ことが求められる。したっがて、生活環境や施

設の利用目的が異なるそれぞれの地域に合っ

て維持管理のあり方の研究が必要とされてい

る。 

2. 研究目的 

親水空間造成事業は、計画段階から住民参加

を誘導し、地域住民の意見が反映された親水空

間の設計と事業完了後地域住民が主体となっ

て、持続的に維持管理するような事業推進体系

が必要である。本研究では、現地調査を通じ、 

優良事例地域の維持管理団体及びそのリーダ

ーの特徴、住民の意識等を把握して、住民主体

の維持管理活動が良く行われている要因を分

析する。 

3. 調査方法 

3-1 調査対象地域の概要：千葉県の上総地域を

対象とする。農村自然環境整備事業の一環とし 

て、平成 7年から整備をはじめ、現在整備が完

了している鎮守川(以下 A地域)、鳴戸川（以下 

B 地域）、今堰ため池（以下 C地域）の三つの地

域を調査した。行政区域としては、陸沢町と一 

宮町が含まれている。 

3-2 文献、インタビュー調査の概要 ① 事業

を主管した行政機関の担当者（3 名）とのイン

タビュー調査を通じ、事業の背景、事業実施に

おける地域住民の参加時期・参加方法・施設の

維持管理方法に関する調査を実施した。② 維

持管理団体（6個団体、10 名）のリーダーを対

象に、過去と現在の維持管理形態の変化・団体

の活動・メンバーの特性などを調査した。 

3-3 アンケート調査の概要 各施設の周辺に

居住している住民(A地域 44 戸、B地域 74 戸、C

地域 29 戸)を対象に、 調査対象者の個人的特

性（性別・年齢・居住期間・職業など）、 施設

に対する満足度、利用度、要求事項に関してア

ンケート調査を実施した。調査期間は、2003 年

8 月、2004 年 1 月及び 2004 年 2 月である。 

4. 調査結果と考察 

4-1 事業実施による住民参加  事業実施前、

各地域の役場で行われた説明会は、地域住民全

体ではなく事業地区内の土地所有者を対象に

実施されたので、住民の事業に関する認識及び

内容に関する理解は不十分であった。 

4-2 維持管理団体の特性  ①A地域：施設周辺の

土地所有者と近辺地域居住者が区間に分けて

維持管理をしていた。団体構成員の過半数以上

が農民（51％）であり、農業施設と親水空間の

二つの用途として同時に使っていた。
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②B 地域：施設周辺の居住者が主体になって管

理していた。メンバーは主に農民ではなく他の

職業を持っていた。特に、この地域は管理団体

リーダーの世帯交代が成立しており、これから

の活発な活動が期待される地域である。③C 地

域：維持管理活動は、以前からある団体が行っ

ていて、イベント形式をとりいれ参加者から良

い反応を得ている。しかし、近辺に居住してい

る住民（団地内の新住民）は、利用はするが、

維持管理活動には極めて消極的である。 

4-3 施設維持管理活動のイベント化 B、C地

域の場合、維持管理活動が単純な施設管理では

なく地域の小さなイベントとして行われてい

る。B地域は、今まで祭りが無く、団体のメン

バーを中心に地域住民が共同して参加する休

憩施設づくり、掃除後の簡単なイベントなどを

開催して、地域住民（新住民と旧住民）間の交

流機会を提供している。C地域の場合、A,B地域

と比べて、親水施設の種類と規模には良い条件

を持っている。子供の自然学習施設、年 2回の

イベント開催を通じ地域住民の参加を呼びか

け、参加者は毎年増えている。 

また、アンケート調査の結果、維持管理活動に

参加することは、地域住民間の交流に良い影響

を与えると考えている人が多かった。(B 地域：

64%, C 地域：76%)。この結果を見ると、維持管

理活動は、地域住民間の交流活性化に良い影響

を及ぼすと判断される。アンケート調査結果か

ら、持続的な維持管理活動のため必要とされる

項目を図 1に示す。 

4-4 リーダーとサブリーダーの特性と重要性 

B 地域の場合、調査対象区間の上流と下流に二

つの維持管理団体がある。下流は、「上総緑の

会」が農村自然環境整備事業の実施前から活発

な活動が行ってきた。しかし、現在は、団体の

リーダーとサブリーダーの不活性化（健康上の

理由）のため、事実上団体の活動は行われてい

ない。 上流の「鳴戸川をきれいにする会」の

場合、リーダーの世代交代（70 代から 50 代へ）

が起こなり、最近 3年の間活発な活動が行われ

ている。さらに、リーダー・サブリーダーは地

元出身の 2世代のため、自分の幼年期のきれい

な河川環境に戻すという要求が強い。リーダー

の個人的な特性が維持管理活動に影響の主要

な要因となっている。

表 1 各地域の施設利用現況 

鎮守川  ( A地 域 ) 鳴 戸川 ( B地 域 ) 今 堰 ( C地域 )
対 象施設 農業用排水路 農業用排水路 農業用た め 池
管理主体 地域住民に よ る 区間別管理 地域住民 既存の 管理団体

活動回数
掃除活動 ： 2回 /年 、 草刈除

去 ： 4回 /年
掃除活動 ： 2回 /年 掃除活動 ： 2回 /年

親水施設 近自然工法護岸 、 散策路
近自然工法護岸 、 散策

路 、 ベ ン チ

近自然工法護岸 、 散策路 、 ベ
ン チ 、 休憩空間 、 イ ベ ン ト の

場所

利用形態 農業 、 散策
農業 ( 下流地域 ） 、 散策 、

犬散歩
農業 、 散策 、 休憩 、 イ ベ ン ト
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図 1 持続的な維持管理活動のため住民が必要とする要求項目 


